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認知症対応型共同生活介護 自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

法人名 株式会社サザンツリー 事業所名 グループホームサザンツリー 

所在地 姫路市飾西３３０番地 

 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で 

話しあった内容 
外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 
理念の共有と 

実践  

地域密着型サービスの意義を

ふまえた事業所理念をつくり、

管理者と職員は、その理念を

共有して実践につなげている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

理念を、朝礼で毎朝唱

和、スタッフ会議・運営

推進会議で情報共有、

HP に掲載し、折にふ

れ再確認している。 

    

2 
事業所と地域と

のつきあい 

事業所は、入居者が地域とつ

ながりながら暮らし続けられる

よう、認知症の人の理解や支

援の方法などを共有し、事業所

自体が地域の一員として日常

的に交流している 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎日の散歩時、近隣

住民へのご挨拶や軽

いおしゃべり、定期的

な地域の美容院の利

用などで交流をしてい

る。 

推進会議メンバーである

地域民生委員の方は、

入居者の外出時の様

子・変化を長年にわたり

見守ってくださっている。 

   

3 
運営推進会議

を活かした取組 

運営推進会議では、入居者や

サービスの実際、評価への取

り組み状況等について報告や

話し合いを行い、そこでの意見

をサービス向上に活かしている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

認知症や認知症の方

への理解が深まるよ

う、毎回、参加者に役

立てていただける内容

を取り上げている。 

入居者の要介護度・平

均年齢等の状況を報告

し、変化する認知症ケア

にについて情報共有し

ている。 

   

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡

を密に取り、事業所の実情や

ケアサービスの取り組みを積

極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

包括センターの方、地

域民生委員の方とは、

日ごろから会話の機会

を設け、話しやすい関

係を構築している。 

新しく加入した民生委員

の方の身近な困りごとを

聞き、情報共有をするこ

とで不安を和らげること

ができている。 
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5 
身体拘束をしな

いケアの実践 

代表者および全ての職員が

「介護保険法指定基準におけ

る禁止の対象となる具体的な

行為」を正しく理解しており、玄

関の施錠を含めて身体拘束を

しないケアに取り組んでいる 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

スタッフ会議において、

身体拘束３原則、スピ

ーチロック、ドラッグロ

ックなど、介護で起き

やすい事例を取り上げ

て、拘束のないケアに

取り組んでいる。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

要介護度が低く、動き

回る入居者が多いの

で、見守りが大変だと

思う。少しの拘束があ

ったとしても理解でき

る。ヒヤリハットの内訳

を家族に公表すること

を検討されたい。 

6 
虐待の防止の

徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待

防止関連法について学ぶ機会

を持ち、入居者の自宅や事業

所内での虐待が見過ごされる

ことがないよう注意を払い、防

止に努めている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

身体拘束のないケアと

共通する部分が多い

ため、スタッフ会議で、

定期的に研修を実施し

徹底した虐待防止につ

とめている。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

推進会議で基本理念

に沿ったていねいなケ

アにつとめておられ

る。なかなか改善され

ない職員に悩まされて

いるようだが、努力さ

れていると思う。 

7 

権利擁護に関

する制度の理

解と活用 

管理者や職員は、日常生活自

立支援事業や成年後見制度に

ついて学ぶ機会を持ち、個々

の必要性を関係者と話し合い、

それらを活用できるよう支援し

ている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

制度を利用する方がお

られたので、事業所と

して可能な限りの支援

を行った。 

    

8 
契約に関する 

説明と納得 

契約の締結、解約また改定等

の際は、入居者や家族等の不

安や疑問点を尋ね、十分な説

明を行い理解・納得を図ってい

る 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居契約書、重要事

項説明書に記載されて

いる事項を１時間近く

かけて、丁寧に説明

し、不明な点はその場

で確認している。 

    

9 

運営に関する入

居者、家族等意

見の反映 

入居者や家族等が意見、要望

を管理者や職員ならびに外部

者へ表せる機会を設け、それら

を運営に反映させている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者や家族の意見

で対応が必要と思わ

れる事例には、迅速に

具体的な方法を実施

するようつとめている。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

それぞれ異なる考えの

入居者家族への対応

に苦労されることがあ

るようだが、誠実に対

応しているように思う。 
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10 
運営に関する職

員意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関

する職員の意見や提案を聞く

機会を設け、反映させている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

随時個別に、月１回の

スタッフ会議で出た意

見を吸い上げ、必要な

案件には早めに対応し

ている。 

    

11 
就業環境の 

整備 

代表者は、管理者や職員個々

の努力や実績、勤務状況を把

握し、給与水準、労働時間、や

りがいなど、各自が向上心を持

って働けるよう職場環境・条件

の整備に努めている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員には、年に１回の

業績振り返りと自己評

価を提出させるととも

に、代表者は日々職員

にこまめに声かけをし

て、困りごとがないか

聞き取りをしている。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

年１回の振り返りで

は、新たに従業員のス

トレスチェックの項目を

追加しておられ、環境

整備には取り組んでい

ると思う。 

12 
職員を育てる 

取組 

代表者は、管理者や職員一人

ひとりのケアの実際と力量を把

握し、法人内外の研修を受ける

機会の確保や、働きながらトレ

ーニングしていくことを進めてい

る 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員の勤続年数、経

験年数、適正、目標な

どに応じ、無理なく個

人のペースで落ち着い

て働けるよう個別の配

慮などを行っている。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事業所の新聞に載っ

ている従業員のプロフ

ィールを見ると、勤続

年数が長い人がとても

多い。よくフォローをさ

れているからだと思う。 

13 
同業者との交流

を通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同

業者と交流する機会を作り、ネ

ットワークづくりや勉強会、相互

訪問等の活動を通じて、サービ

スの質を向上させていく取り組

みをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

○C ．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナの影響で、外部

とのコンタクトがないこ

とに慣れてしまってい

る。今後の改善項目と

したい。 

    

14 
本人と共に過ご

し支えあう関係 

職員は、本人を介護される一

方の立場におかず、暮らしを共

にする者同士の関係を築いて

いる 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎日一人ひとりの入居

者の表情や体の動き

の変化に気を配り、で

きるかぎり多く個別の

コミュニケーションをと

るようにしている。 
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15 

馴染みの人や

場との関係継続

の支援 

本人がこれまで大切にしてきた

馴染みの人や場所との関係が

途切れないよう、支援に努めて

いる 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居後も家族や友人と

の関係が継続できるよ

う、面会・電話・オンラ

イン面会などの機会を

設けている。 

コロナ禍での面会制限

などには、強く不満を持

たれている方もいて、事

業所としての責任と家族

のニーズの狭間で悩む

ことが多いと伝えた。 

   

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント        

16 
思いや意向の

把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、

生活環境、一日の過ごし方の

希望や意向の把握に努めてい

る 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者の何気ない言

葉や訴えに耳を傾け、

できることに目を向け

て前向きに生活できる

ようつとめている。 

    

17 

チームでつくる

介護計画とモニ

タリング 

本人がより良く暮らすための課

題とケアのあり方について、本

人、家族、必要な関係者と話し

合い、それぞれの意見やアイ

ディアを反映し、現状に即した

介護計画を作成している 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家族との面談時に最

近のご様子をお伝え

し、モニタリング表をも

とに、担当職員らが意

見を出し合って、ケア

プランを作成している。 

モニタリング表をよりよく

改善し、毎日の観察とこ

まめなカンファレンスの

結果をもとに介護計画を

作成していることを伝え

ている。 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

介護職員の方はよくカ

ンファレンスをして、介

護計画に活かされてい

ると思う。 

18 
個別の記録と実

践への反映 

日々の様子やケアの実践・結

果、気づきや工夫を個別記録

に記入し、職員間で情報を共有

しながら実践や介護計画の見

直しに活かしている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

個別記録には、家族が

読んだときにたやすく

情景が浮かぶように、

記載することにつと

め、長くなりすぎないよ

う指導している。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

サザンツリーのケース

記録は、書く人によっ

て詳し過ぎると思うこと

があるが、事務的な記

載よりいいと思う。 

19 

一人ひとりを支

えるための事業

所の多機能化 

本人や家族の状況、その時々

に生まれるニーズに対応して、

既存のサービスに捉われな

い、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

個人の性格やニーズ

を把握し、また変化し

ていくニーズにすぐに

対応してケアの方法を

修正・変更している。 

一般の人にはまだ顕在

化していないような認知

症ケアの課題をいち早く

取り入れて、議題にして

いる。 
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20 
地域資源との協

働 

一人ひとりの暮らしを支えてい

る地域資源を把握し、本人が

心身の力を発揮しながら安全

で豊かな暮らしを楽しむことが

できるよう支援している 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者の重度化もあ

り、地域のイベントに出

かける機会がなくなっ

ている。可能な方は毎

日のように散歩に出か

けて近隣の方に見守っ

ていただいている。 

地域での毎日の生活の

様子を伝えており、民生

委員として出席の方も入

居者の様子を見守ってく

ださっている。 

   

21 
かかりつけ医の

受診支援 

受診は、本人及び家族等の希

望を大切にし、納得が得られた

かかりつけ医と事業所の関係

を築きながら、適切な医療を受

けられるように支援している 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居前から利用してい

る医療機関や訪問診

療の継続ができる。往

診入居者は職員が立

ち会い、適切な治療が

受けられるよう支援し

ている。 

    

22 
入退院時の医

療機関との協働 

入居者が入院した際、安心して

治療できるように、また、できる

だけ早期に退院できるように、

病院関係者との情報交換や相

談に努めている。あるいは、そ

うした場合に備えて病院関係

者との関係づくりを行っている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

各医療機関の医師や

看護師と密に連絡をと

り、入居者が適切な治

療を受けられるよう情

報提供書の作成等さ

まざまな支援を行って

いる。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入院時に、事業所と医

療機関が連携し、情報

提供を密に行っている

ことを聞いている。 

23 

重度化や終末

期に向けた方

針の共有と支援 

重度化した場合や終末期のあ

り方について、早い段階から本

人・家族等と話し合いを行い、

事業所でできることを十分に説

明しながら方針を共有し、地域

の関係者と共にチームで支援

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

推進会議のテーマに

「看取り」を取り上げ、

グループホームでの看

取りの是非や、出席者

の看取りに対する要

望・イメージを聞き取る

などしている。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

「事業所で看取りをし

てくれるのはいいこと

だ」と言うのは簡単だ

が、終末期のお世話は

簡単ではないとわかる

ので難しい問題だ。 

24 
急変や事故発

生時の備え 

入居者の急変や事故発生時に

備えて、全ての職員は応急手

当や初期対応の訓練を定期的

に行い、実践力を身に付けて

いる 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

体調急変時にどう行動

するかマニュアルに従

って、あわてずに救急

車を呼び、家族に連絡

するよう訓練している。 
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25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時

に、昼夜を問わず入居者が避

難できる方法を全職員が身に

つけるとともに、地域との協力

体制を築いている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

災害の種類に応じて、

どのように対応すべき

かマニュアルに従って

行動できるよう訓練し

ている。 

災害時の避難方法や避

難先について情報共有

している。地域住民との

合同訓練ができればい

いという提案にまだ応え

られていない。 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

年２回、避難訓練を実

施していることは報告

を受けている。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援         

26 

一人ひとりの尊

重とプライバシ

ーの確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇

りやプライバシーを損ねない言

葉かけや対応をしている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

大半の職員は実行で

きているが、勤続年数

の浅い職員に、配慮の

ない声かけ・対応をす

る者がおり、改善させ

なければならない。 

 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

一部の職員の指導に

苦労されていると聞く

が、ぱっと見た感じは

皆さんよくしておられる

と思う。 

27 
日々のその人ら

しい暮らし 

職員側の決まりや都合を優先

するのではなく、一人ひとりの

日常生活における希望や意

向、暮らしのペースを大切に

し、その日をどのように過ごし

たいか、希望にそって支援して

いる 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

何度も、尊厳を大切に

対応するよう研修して

いるが、自分の都合で

動いてくれないことに

いら立つ職員がまだい

るので、メンタルコント

ロールができるよう、

指導したい。 

    

28 
食事を楽しむこ

とのできる支援 

食事が楽しみなものになるよ

う、一人ひとりの好みや力を活

かしながら、入居者と職員が一

緒に準備や食事、片付けをして

いる 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者とお弁当やお

やつを一緒に作るな

ど、作ること、食べるこ

との楽しみを提供して

いる。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員の手作りを継続さ

れていることはいいこ

とだと思う。東西ユニッ

トで違う献立ということ

も知らなかった。 

29 
栄養摂取や水

分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分

量が一日を通じて確保できるよ

う、一人ひとりの状態や力、習

慣に応じた支援をしている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食事量・水分量を毎日

記録しており、十分な

摂取量が確保できない

入居者には、個別の方

法で栄養を摂取できる

ようつとめている。 
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30 
口腔内の清潔

保持 

口の中の汚れや臭いが生じな

いよう、毎食後、一人ひとりの

口腔状態や本人の力に応じた

口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

口腔ケアが苦手な入

居者には、側で確実に

口腔ケアを行うよう見

守り、必要な方には訪

問歯科の治療を勧め

ている。 

 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

口腔ケアが何なのか

がわからなくなる人が

いるということで、大変

だと思う。 

31 
排泄の自立支

援 

排泄の失敗やおむつの使用を

減らし、一人ひとりの力や排泄

のパターン、習慣を活かして、ト

イレでの排泄や排泄の自立に

むけた支援、便秘の予防等、

個々に応じた予防に取り組ん

でいる 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

排泄に失敗しがちな方

のパターンを見極め、

早めにトイレ誘導を行

っている。排泄ケアの

やり方には、職員間で

時間をかけて相談して

決めている。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ポリマーをトイレに詰ま

らせたり、トイレットペ

ーパーを居室に大量

に取り込むなどの行為

がよくあるということで

大変だと思う。感謝の

気持ちでいっぱい。 

32 
入浴を楽しむこ

とができる支援 

一人ひとりの希望やタイミング

に合わせて入浴を楽しめるよう

に、職員の都合で曜日や時間

帯を決めてしまわずに、個々に

そった支援をしている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入浴中には、無言で対

応せずに、お声がけを

しながら、楽しみながら

入浴を楽しめるように

工夫している。 

    

33 
安眠や休息の

支援 

一人ひとりの生活習慣やその

時々の状況に応じて、休息した

り、安心して気持ちよく眠れるよ

う支援している 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

眠れなくて不安になる

方がおられるので、気

分が落ち着かれるよう

に、眠たくなるまでおし

ゃべりにつき合うなど、

している。 

    

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の

目的や副作用、用法や用量に

ついて理解しており、服薬の支

援と症状の変化の確認に努め

ている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

多種類の薬を服用して

いる入居者も多いた

め、２名の職員が服薬

管理表に沿って、最後

まで服用したか確認す

ることにしている。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ポリファーマシーの問

題を意識していて、不

要な精神薬などはなる

べく使わないよう支援

しておられる。 
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35 
役割、楽しみご

との支援 

張り合いや喜びのある日々を

過ごせるように、一人ひとりの

生活歴や力を活かした役割、

嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

できないことではなく、

できること、楽しめるレ

クを見極めた上で、そ

れらを継続できるよう、

支援をしている。 

何でも手伝ってしまうの

ではなく、できることはや

ってもらうという対応を、

皆さまに共有してくださ

るようお願いしている。 

   

36 
日常的な外出

支援 

一人ひとりのその日の希望に

そって、戸外に出かけられるよ

う支援に努めている。また、普

段は行けないような場所でも、

本人の希望を把握し、家族や

地域の人々と協力しながら出

かけられるように支援している 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

外出が可能な方の、歩

行距離、ペースに応じ

て、毎日散歩にお連れ

している。近くに買い物

やお花見、紅葉狩り、

ピクニックにも出かけ

ている。 

半径数百メートル程度で

あっても、なるべく戸外

に出て空気を吸って季

節感を味わっていただく

ケアをしていることをお

伝えしている。 

   

37 
お金の所持や

使うことの支援 

職員は、本人がお金を持つこと

の大切さを理解しており、一人

ひとりの希望や力に応じて、お

金を所持したり、使えるようした

りできるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

○C ．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

買い物に出かける機

会は非常に少ないが、

日用品を購入したい方

には、近所のドラッグ

ストアに職員が付き添

って行う。 

    

38 
電話や手紙の

支援 

家族や大切な人に本人自らが

電話をしたり、手紙をやり取りし

たりできるように支援をしている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家族からの手紙、電

話、オンライン面会な

ど、可能なコミュニケー

ションがとれるよう支援

している。 

    

39 
居心地のよい

共用空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体

機能やわかる力を活かして、安

全かつできるだけ自立した生活

が送れるように工夫している。

共用の空間が、入居者にとって

不快や混乱をまねくような刺激

がないように配慮し、生活感や

季節感を採り入れて、一人ひと

りが居心地よく過ごせるような

工夫をしている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

居室は、お好きな写真

や絵、家具などを設置

していただいている。

皆が過ごすリビングに

は、季節感のあるディ

スプレーを飾り、季節

の移り変わりを感じら

れるようにしている。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

建物の周りがきれいに

掃除されている。玄関

に花や季節感のある

絵が飾ってある。 
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Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（入居者一人ひとりの確認項目）       

40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、

日々の暮らし方の意向に沿っ

た暮らしができている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎日の生活で入居者

が発するふとした言葉

や会話の中で引き出さ

れたことをケアに活か

せている。 

    

41 

本人は、自分の生活歴や友人

関係、暮らしの習慣、特徴など

様々な情報をもとに、ケア・支

援を受けることができている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居時に収集したプロ

フィールや生活歴、利

用していた施設の情報

提供書をしっかりと読

み込み、ケアに最大限

活かすようにしている。 

    

42 

本人は、自分の健康面・医療

面・安全面・環境面について、

日々の状況をもとに、ケア・支

援を受けることができている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の希望を基本とし

て、職員が観察したこ

とや本当に必要な支援

は何かを見極めて、ケ

アを行っている。 

 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

出席の家族様：ホーム

の運営・ケアには満足

している。ただ、母の

健康面のことはいつも

気にはなっている。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これ

までの暮らしの習慣にあった生

活ができている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人に意欲があり、体

調が続く限り、これまで

の習慣をそのまま継続

した生活を送ってい

る。 

   

44 

本人は、自分のなじみのもの

や、大切にしているものを、身

近（自室等）に持つことができて

いる 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人が見ていて落ち着

ける、なじみのある持

ち物を持ち込むことが

できる。携帯電話で好

きなときに家族に連絡

できる。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ふつうのお宅の部屋の

ように心地のよい空間

にされている方がおら

れる。 
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45 

本人は、自分の意向、希望に

よって、戸外に出かけること

や、催（祭）事に参加することが

できている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人は、希望する外

出、診察、美容院など

に出かけることができ

ている。 

特別レクでの外出、必要

な診察などで、外出の機

会があることをお伝えし

ている。 

   

46 

本人が持つ力

の活用 

本人は、自分ができること・でき

ないこと、わかること・わからな

いことを踏まえた、役割や、楽

しみごとを行うことができている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人ができること、でき

ないことを見極め、変

化したことを見逃さず、

可能な役割を果たすこ

とができている。 

    

47 

本人は、自分がいきいきと過ご

す会話のひと時や、活動場面

を日々の暮らしの中で得ること

ができている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

楽しい会話の時間、笑

顔になれるレクリエー

ションの時間、おいし

い食事の時間を提供し

ている。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ついできないことにとら

われがちだが、できな

いことよりできることに

目を向けることが大切

だとわかった。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地

域の人々と関わったり、交流す

ることができている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎日の散歩では、近隣

のなじみの方から声を

かけでもらい、野菜や

花をいただくなどの交

流がある。 

入居者から積極的にか

かわりを持つことは難し

いが、近隣の方の見守

りにより、交流できてい

ることを伝えている。 

   

49 総合 

本人は、この GH にいることで、

職員や地域の人々と親しみ、安

心の日々、よりよい日々をおくる

ことができている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

集団生活によるメリット

と難しさがあるが、メリ

ットが上回るよう、何気

ない日常生活を穏や

かに遅れるよう努めて

いる。 

会話や活動の少ない生

活は、認知症の進行に

つながりやすいことを伝

え、グループホームでの

メリットをご理解いただけ

ている。 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

グループホームは動き

回る人が多く、介護ス

キルが高くないと務ま

らない。よくされている

と思う。ヒヤリハットの

件数を家族に報告して

はどうかと提案した。 

 


